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●

勢
賃
の
経
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質

(五

)

田

島

錦

治

第
七
節

勢
賃
と
勢
働
生
産
力
と
の
關
係

余
は
本
節

に
於
て
前
諸
節

に
論
述
し
た
る
所
を
補
説
し
、

一
先

っ
本
論
丈
を
畢
ら
む
ご
欲
す
。

前
節

に
説
明
し
た

る
張
界
生
産
力
の
畢
説
は
牧
穫
逓
減
法
則
を
前
提
ご
駕
し
、
此
法
則
か
蕾

に
土
地
に
於
て
の

み
な
ら
す
、
資
本
叉
は
勢
働

に
も
亦
行
は
る

・
も
の
な
る
を
説
く
。
比
熱
は
未

だ
謬
れ
り
ε
嬬
さ
す
。
撚
れ
ざ
も

土
地
叉
は
資
本

の
量
か
同

一
に
止
ま
り
.
勢
働

の
量

の
み
か
増
加
し
た
る
場
合
に
於
て
、
此
増
加
か
或
黙
を
越
ゆ

る
ε
き
は
、
土
地
叉
は
資
本
の
各
車
位
の
生
・産
力
は
依
然
増
加
す

れ
ε
も
、
労
働
輩
位
の
生
産
力
は
減
少
し
、
從

て
地
代
叉
は
利
子
の
牽
は
高
ま
れ
ご
も
、
勢
賃
の
傘
.は
下
る
ざ
駕
す
は
果
し
て
正
當
な
り
や
否
や
。
余

の
考

に
て

は
、
土
地
又
は
資
本

の
生
産
力
は
決
し
て
勢
働
を
離

れ
て
存
す
る
も
の
に
非
す
、
故

に
或

】
定
の
土
地

に
於
け
る

農
産
物
叉
は
或
工
場

に
於
け
る
玉
産
物

の
償
額

に
就
て
、
其
何
れ
の
部
分
は
土
地
叉
は
資
本
の
生
産
力
に
蹄
し
、

　

む

む

他

の
何
れ

の
部

分

か
濁

り

勢
働

の
生
産

力

に
締
す

へ
き

か
を

正
確

に
測

定
す

る

は
不

可
能

な
b

嘘
謂

ふ

へ
き
な

り
。
又
余

の
見

る
所

を
以

て
す

れ

は
、
.土
地

叉
は
資

本

の
量

か
同

一
に
止

ま
り

、
猫

り
勢
働

の
量

の
み
増
加

せ
る

論

説

労
賃
の
縄
濟
的
及
ひ
延
徳
的
性
質
(五
)

第
†
二
巻

〔第
二
號

五
九
)

二
五
一



論

説

野
賃
の
饗

的
及
ひ
濫
徳
的
性
眞

乙

第
†
二
奮

(第
二
號

六
9

二
五
二

ぎ
き
、
所
謂
牧
穫
遍
減

か
行
は
れ
た
り

ご
す
れ
は
、
是
は
春
夢
働
者
の
生
産
力
の
減
少
に
由
る
に
非
す
し
て
、
實

は
土
地

叉
は
資
木

の
生
産
力
の
増
加
(否
密
丁
ろ
其
停
留
)
か
勢
働
の
生
産
力
の
増
加
に
俘
は
さ
る
に
由
る
ε
謂

ふ

へ

き
な
り
。
詳
言
す
れ
は
、
若
し

一
定
の
面
積

の
田
地

に
於
て
、
之

に
投
入
す

る
資
本
及
ひ
労
働
の
増
加
か
覧
に
牧

穫
逓
減
を
棄
し
セ
b
こ
す
れ
は
、
こ
.れ
は
増
加
し
た
る
資
本
及
ひ
勢
働
の
生
産
力
の
減
退
し
把
る

か
爲
に
非
す
し

て
、
土
地

の
生
産
力
(而
か
も
資
本
及
ひ
夢
鋤
に
由
り
て
始
め
て
獲
挿

し
得

へ
き
生
産
力
)
か
、
資
本
及
ひ
螢
働

の

生
産
.力

の
増
加
に
俘
は
さ
る
に
由

る
ざ
謂
ふ

へ
き
な
り
。
工
業
に
就
て
見

る
も
亦
同
様
な
り
。
成

る
工
業

に
於
て

其
使
用
す
る
土
地
及
ひ
資
本
の
景
は
同

　
に
止
ま
b
、
濁
り
勢
働
者

の
撒
の
み
増
加
し
た
る
場
合

に
於

て
、
所
謂

る
牧
穫
遽
減

か
行
は
れ
た
り
ε
す
れ
は
、
こ
れ
は
増
加
し
だ
る
勢
働
の
各
車
位
の
生
産
力
の
減
退
し
だ
る
か
爲
に

非
す
し
て
、
土
地
及
ひ
資
本

の
生
産
力
(實
は
共

に
労
働
に
由
り
始
め
て
腰
挿
し
得

へ
き
生
産
力
)
か
、
勢
働
の
生

産
力
の
増
加
に
件
は
さ
る
に
由
る
ε
謂

ふ
へ
き
な
り
。
.果
し
て
然
ら
ば
牧
穫
逓
減

の
行
は
る

、
如
何
な
る
場
合
に

.

就
て
見
る
も
、
此
法
則
は
夢
働
の
主
的
生
産
力
に
謝
し
て
他

の
生
産
要
素
即
ち
資
本
叉
は
土
地
の
從
的
生
産
力

か

同

一
の
歩
調
を
取
ら
さ
る
場
合
に
行
は
る
、
も
の
こ
謂
ふ

へ
き
な
り
。

r

蓋
し
實
際
に
於
て
文
明
國
の
地
代
か
著

る
し
く
昂
騰
し
て
、
地
主
の
所
得
を
増
加
し
、
又
は
人
口
過
剰
な
る
地

方
に
於
て
勢
賃
か
甚
し
く
低
落
し
て
、
勢
働
者
の
所
得
を
減
少
し
、
利
子
の
牽

は
騰
貴
し
て
資
本
主
の
所
得
を
滑

加
す
る
こ
ご
、
恰
も
余
か
前
節

に
掲
げ
託
る
「
カ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏
の
表
に
示
す
如
き
あ
b
。
.而
し
て
斯
の
如
き
場
合



軸

に
於
て
「
カ
ー
ヴ
ァ
ー
」
氏
暮
は
勢
働
の
生
産
力
の
減
退
に
謝
し
て
土
地
叉
は
資
本

の
生
産
力
の
増
加
あ
り
し
も
の

の
如
く
論
断
す
れ
ご
も
、
余
の
見

る
所
を
以
て
す
れ
は
、
此
論
断
は
財
貨
の
生
産
ご
共
分
配
ε
を
混
同
せ
る
よ
b

起
れ
る
謬
説
た
る
に
似
だ
b
。
抑
も

「
の
土
地
の
地
代
の
増
加
す

る
は
、
必
ず
し
も
其
生
産
力
の
増
加
に
因
ら
す

し
て
、
寧
ろ
生
産
力
増
加
の
困
難
な
る
か
爲
な
b
ご
す
。
比
熱
は
荷
も
「
リ
ヵ
ー
ド
ー
」
の
地
代
説
を
讀
む
者

の
皆

熟
知
す

る
所
な
る
を
以
て
今
亦
螢
.せ
す
。
蓋
し
土
地

又
は
資
本

の
量
か
同

一
に
止
ま
り
、
濁
り
勢
働
者

の
厳
の
み

か
増
加
せ
る
場
合

に
於
て
、
其
生
産
総
額
中
よ
り
地
主

か
地
代
ε
し
て
受
く
る
部
分
、
又
は
資
本
主
か
利
子
ε
し

て
受
く
る
部
分
は
増
加
す

る
に
反
し
、
各
勢
働
者
か
勢
賃
乏

し
て
曳
く
る
分
前
の
減
少
す
る
こ
ご
あ
る
は
、
必
ず

し
も
生
産
力
か
土
地
叉
は
資
本

の
方
面
に
於
て
増
加
し
、
勢
働
の
方
面
に
於
て
減
少
し
た
る
か
爲

に
非
す

し
て
、

.

現
世
の
土
地
資
本
の
所
有
禮
を
認
む
る
法
制
、
及
ひ
自
由
競
争
を
原
則
ε
す

る
経
済
事
情

の
下
に
於
て
、
財
貨

の

分
配
か
前
述
の
如
き
場
合

に
於

τ
は
、
地
主
叉
は
資
本
主

に
取
b
有
利
に
し
て
、
勢
働
者

に
不
利
な
る
が
爲
な
り

ε
す
。

以
上
述

へ
た
る
所
及
ひ
第
六
節
の
尾

に
説
き
し
所
に
由
り
て
、
謂
ゆ

る
限
界
生
産
力
説
の
首
肯
し
難
き
理
由
を

明
か
に
し
た
り
ざ
信
ず
。
謂
ふ
更

に
第
五
節

に
説
明
し
た
る
鱒
賃

の
最
大
黙
及
ひ
最
小
難
に
就
て
、
再
ひ
論
歩
を

進
む
る
こ
ξ
を
得
せ
し
め
よ
。

顧
ふ
に
現
時
の
泄
會

に
於
て
、

一
般
勢
働
者
か
正
常
的

に
勢
賃

ε
し
て
受
く
る
額
臥
、
第
五
節

に
説
明
し
た
る

、

齢

観
.

勢
賃
の
緻
濟
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(五
)

第
+
二
谷

(第
二
胱

六
一
V
.
二
五
三

9



朔

.

講

読

芽
賃
の
経
済
的
及
ひ
道
徳
的
性
質

(五
)

第

†
二
巻

(第
二
號

六
二
)

r二
五
四

如
一
、
其
生
活
基
準
を
最
小
限
度
こ
し
.
其
勢
働
の
結
果
な
る
生
産
贋
璽

約
言
す
れ
は
夢
働
生
産
力
)
を
最
大
限

む

む

む

む

　

　

コ

　

　

　

り

　

度

ご
し
て
、
勢
働
者
封
企
業
者
の
契
約
上
の
威
勢
及
ぴ
相
互
の
報
恩
的
思
想
の
大
小

(
其
他
複
雑
瑣
細
な
る
肚
會

的
諸
事
情
)
に
從
ひ
て
此
面
限
度
の
間
を
動
揺
す

へ
き
な
b
。
余
は
既
に
第
五
節
に
於
て
何
故
に
此
面
限
度
め
る

む

　

か
の
理
由
を
説
明
し
置
き
た
り
ご
信
ず
る
か
故
に
、
藪
に
は
先

つ
何
故
に
此
殉
限
度

に
常

に
間
隔
あ
る
か
＼を
説
明

　

　

し

、
次

に
此
間

隔
ぽ
如

何
に
し
て
廣
ま

り
、
叉
は
挾

ま

る
も
の
な
り
や

を
論

せ
ん
ご
欲
す
。

　

　

第

一

勢
賃

の
最
小
黙
即
ち
生
活
基
準
ご
其
最
大
黙
即
ち
螢
働
生
産
力
ε
の
間

に
通
常
間
隔
あ
る
理
由
は
、
凡

そ
正
常
助
勢
働
者
か
共
正
常
助
勢
働
を
繧
行
ず

る
に
於
て
は
、
其
正
常
的
結
果
た
る
財
の
生
産
総
額
は
、
必
ず
彼

の
現
在

の
生
活
基
準
を
維
持
す
る
に
足

る
よ
b
以
上
な
る
へ
し
ε
な
り
。
何
ご
な
れ
は
若
し
正
常
的
勢
働
の
正
常

的
生
産
額
か
現
在
の
生
活
基
準
を
辛

ふ
し
て
維
持
す
る
に
足
る
の
み
な
ら
は
「
肚
曾
の
進
歩
人
類

の
獲
達
は
成
し

遂
げ
ら
れ
さ
れ
は
な
り
。
固
よ
り
多
数
の
人
類
の
中

に
は
懶
惰
塵
残
火
は
常
習
的
犯
罪
等
に
由
る
不
生
産
的
の
者

も
あ
る

へ
く
、
又
は
幼
少
老
衰
等
の
.爲
に

一
生
中
の
或
期
闘
は
生
産
不
能
な
る
人
も
こ
れ
あ
り
ご
雄
も
、
概
し
て

言

へ
は
人
は
共
消
費
す
る
よ
b
は
多
一
を
生
産
す
る
性
能
を
有
し
、
且
古
來
之
を
貴
行
し
來
げ
し
は
、
實
際
・肚
曾

の
進
歩
及
ひ
人
類
の
獲
蓮
に
徴
し
て
明
白
な
り

ε
す
。
値
入
に
就

て
見
れ
ば
、
生
産
す
る
よ
り
多
一
消
費
す
る
人

は
、
他
人
の
扶
助
に
依
ら
さ
れ
は
決
し
て
生
存
を
完

ふ
す
る
能
は

さ
る

へ
く
。
国
民
ス
は
耐
會

に
就
て
見
れ
ば
、

霧

遊
惰
蠣

嬢

に
傾
妙
る
姻
民
ヌ
は
血
書

遂
起
衰
亡
倣
滅
の
鰺
醐
彪

ゐ
、。
髭

か
れ
す
。
希
灘
羅
馬
西

●
『

「



覧

班
牙
等
古
来
の
歴
史
は
之
を
明
謹
し
て
絵
め
り
。
斯

の
如
き
は
個
人

ビ
し
て
正
常
的
勢
働
を
練
行
せ
す
、
文
園
民

ε
し
て
は
概
し
て
正
常
的
勢
働
者
に
非
す
、
宜
な
り
其
正
常
的
結
果
た
る
財
貨
の
鯨
剰
を
得

さ
る
こ
ε
を
。
余
故
.

に
曰
く
、
現
時
の
文
明
國
氏
中

の
大
多
数
を
青
む
る
正
常
町
勢
働
者
か
、
真
正
冨
的
勢
働
を
繍
行
ず
る
に
於
て
は
、

其
正
常
的
結
果
π
る
財

の
生
産
総
額
叉
は
其
横
偵
は
彼
等
の
現
在
の
生
活
基
準
を
維
持
す
る
費
用
を
支
辨
し
て
俗

ほ
飴
剰
め
る
も
の
な
り
`
。
此
飴
剰
即
ち
飴
剰
償
値
は

「
マ
ル
ク
ス
」
氏
寺
肚
會
主
義
者
の
謂
は
ゆ
る
絵
剰
償
値

ε
同
し
か
ら
す
、
何
ご
な
れ
は
彼
等
は
総
て
の
飴
剰
償
値
は
資
本
主
の
有
に
締
す

ε
な
せ
ご
も
、
余
羅
は
勢
働
者

劃
雇
主
の
懸
引
威
勢
の
如
何
、
及
ひ
両
者
の
報
恩
的
思
想
の
大
小
に
慮
L
て
、
或
は
多
く
叉
は
全
く
勢
働
者

の
有

に
締
し
、
或
は
多
く
叉
は
全
く
雇
主

の
有
に
締
す
る

こ
ε
を
主
張
す
る
も
の
な
れ
は
な
り
。
且
「
マ
メ

ク
ス
」
等
は

「
リ
カ
し
下
-
」
氏
の
勢
賃
鐵
則
を
奪
胎
し
、
勢
賃
を
以
て
勢
働
力
の
生
産
費
、
即
ち
勢
働
者
の
現
在
員
敷
を
維
持

す
る
.に
要
す
る
展
小
生
活
費
な
b
ご
爲
し
、
而
し
て
通
常

の
勢
働
者

か

一
日
五
時
間
働
く
ざ
き
は
此
最
小
生
活
費

に
該
當
す
る
生
産
を
爲
し
得

る
な
ら
は
、
若
し
彼
は
資
本
主
の
爲
、に
十
時
間
働
き
て
、
最
小
生
活
費
に
該
賞
す
る

勢
賃
の
み
を
得
る
亡
き
は
、
後
の
五
時
間
の
労
働
は
過
剰
勢
働
即
ち
無
償
勢
働
に
し
て
、
真
結
果
た
る
生
産
償
値

は
.即
ち
飴
剰
債
値
.に
し
て
、
資
本
主
の
奪
取
に
蹄
す
る
も
の
な
り
、
而
し
て
若
し
彼

か

一
日
十
五
時
間
働
く
な
ら

は
、
十
時
間
の
無
償
勢
働
を
爲
し
、
之
に
相
當
す

る
蝕
剰
償
値
は
資
本
主
の
有
に
締
す

ご
籍
す
者
な
り
6
彼
等
の

.

謂
ゆ
る
最
小
生
活
費

ε
、
余
輩

の
謂
ゆ
る
生
活
基
準
ε
は
唇

へ
は
水

ご
茶
ξ
の
如
く
、
掴
ざ
醤
油
ε
の
如
く
、
藁

論

説
.

勢
賃
の
纒
濟
的
及
ひ
蓮
徳
的
性
質
(五
)

策
十
二
巻

〔第
二
號

六
三
)

二
五
五

.

幽



0

亀

、

.

論
.
設

勢
賃
の
経
済
的
及
ひ
道
篠
的
性
質
(五
)
.

第
十
二
巻

(第
二
號

六
四
)

二
五
大

難

ε
蒲
團

ぜ
の
如

く
既
.に
著

る
し
き
差

異
あ

る
は
余

の
第
三
節

及

ひ
第
五

節

に
説
逃
し
だ

る
所

に
依
り
て
明
、白

な

り
ゆ
余

は
本

論

に
於

て
は
耐
　會

主
義
を
批
評
す

る
を
目
的

ご
せ
す

、
唯

藪

に
は
余

の
謂

ゆ

る
鯨
剰
償
値
を
肚
會
主

義

の
所
説

ε
混
同
す

る
莫

ら
む

こ
ε
を
護
者

に
注
意

し
た

る
に
止

ま
る
。

む

む

第
二

「
勢
賃
の
最
小
黙
た
る
勢
働
者

の
生
活
基
準
ご
其
最
大
黙
た
る
勢
働
生
産
力
ε
の
間
隔
は
如
何
に
し
て
朕

ま
り
、
叉
は
狭
ま
る
も
の
な
り
や
。
此
問
題
に
答
ふ
る
爲
に
は
雇
主
並
に
勢
働
者
の
二
方
面
に
就
き
種

々
の
場
分

に
分
ち
て
説
明
す
る
を
要
す
。

此
面
蠕
の
間
隔
は
甚
だ
弾
力
性
に
富
み
、
近

づ
き
て
は
離
れ
、
離
れ
て
は
又
近

づ
き
、
而
し
て
勢
賃
は
其
間
を

轣
轆
移
動
す
。

暫

む

　

　

第

一

今
若
し
實
際
の
勢
賃

か
最
小
黙
に
逝
く
し
て
、
最
大
黙

へ
の
距
離
甚
π
遠
く
、
且
勢
働
者
之
を
自
鑑
し

う

た
る
場
合
あ
b
ざ
す
れ
は
、
彼
は
必
ず
1
正
常
的
勢
働
の
贋
文
は
量
を
低
下
し
、
生
産
力
を
故
意
に
減
縮
す
る
か
、

く

叉
は
伊
勢
賃
の
増
加
を
要
求
す

る
か
の
二
途
何
れ
か
の

一
に
出

つ
る
な
ら
む
。
前
場
合
に
は
、
往
々
怠
業
を
惹
起

し
、
後
場
合
に
は
往
々
同
盟
罷
業
を
俘

ふ
も

の
な
り
。
.

ラσ
の
場
合
は
最
大
黙

か
下
b
て
最
小
黙
に
近

づ
き
、
文
責
際

の
勢
賃

に
近

づ
く
も
の
ε
す
。
而

し
て
此
場
合
に

雇
主
筆

情
の
許
す
限
り
は
、
成
る
へ
奏

賀
を
低
減
し
て
、
無

力
減
縮
の
簾

を
埋
め
む
`
弛
む
へ
文

若

張

か
勢
賃
叢

小
難
ま
て
低
減
す
る
を
鰻

を

き
は
、
餐

叢

大
量

の
間
隔
竺

旦
近
づ
き
麦

離
れ

O



,

た
る
も
の
ピ
謂
ふ

へ
き
な
b
。

ラ2
の
場
合
即
ち
勢
賃

か
最
小
黙
に
近
く
噛
最
大
黙

に
遠
き
か
爲
に
、
勢
働
者
か
労
賃
の
増
加
を
要
求
し
た
る
場

(
合
に
就
て
之
を
見

る
に
、
元
來
勢
働

の
生
産
力
に
相
當
す

る
勢
賃
を
支
給
す

る
は
、
道
徳
上
正
當
に
し
て
、
且
雇

主
の
私
経
済
上
に
於
て
も
之
か
矯

め
.に
損
失
を
蒙
む
る

へ
き
に
非
す
。
故
に
若
し
雇
主

に
し
て
其
利
己
心
に
並
行

せ
る
徳
義
心
を
有
す
る
者
な
ら
む
か
、
必
ず
此
要
求

の
全
部
又
は

　
部
を
容
る
＼
な
ら
む
。
果

し
て
然
ら
ば
勢
賃

は
其
始
め
最
小
黙
に
近
か
b
し
よ
う
移
動
し
て
最
大
黙
に
近

づ
き
叉
は
之
に
達
し
た
る
も

の
ε
謂
ふ

へ
き
な
b
。

　

む

・
第

二

今
若
し
實
際

の
勢
賃

か
最
大
黙
に
近
ぐ
.し
て
、
最
小
黙

へ
の
距
離
甚
た
遠
く
、
.且
雇
主
か
之
を
容
認
し

π
る
こ
ご
前
段
の
末
に
述

へ
た
る
如
く
な
る
ε
き
は
、
勢
働
者
は
其
勢
賃
の
其
生
活
基
準
を
著

る
し
炬
超
ゆ
る
鯨

ラ

　

ラ

剰
を
如
何
に
威
置
す
る
か
ε
い
ふ
に
、
彼
は

a
新
に
貯
蓄
を
爲
し
、
叉
は
従
来
の
貯
蓄
額
を
増
加
し
、
又
は
b
衣

(

(

食
佳
其
他
享
受
方
便
の
費
額
を
増
加
し
て
、
即
時
及
ひ
將
來
の
生
活
基
準
を
高
む
る
か
、
然
ら

ざ
れ
は
、

c
早
婚

多
産

に
由
り
て
、
將
來
同
業
者
の
敷
を
増
加
し
、
.從
ひ
て
勢
賃
率
を
低
下
し
、

一
旦
高
め
た
る
、
又
は
高
め
む
ご

し
た
る
生
活
基
準
は
、
留
に
之
を
高
む
る
を
得
さ
る
の
み
な
ら
す
、
更

に
之
を
下
げ
さ
る
を
得

さ
る
に
至
る
こ
ε

あ
る

へ
し
。

a
の
場
合
に
於
て
は
、
螢
働
者
は
當
分
は
現
在
の
生
活
基
準
を
守
る

へ
き
も
、
琳

蓄

に
由
り
て
將
家
永
績
的
に

(

」

利
子
に
由
る
所
得
を
増
加
ず
る
か
故

に
、
他
の
事
情

か
同

一
な
ら
は
、
彼
は
此
増
加
せ
る
所
得
の
全
部
又
は
共

.一

論

説
.

勢
貿
の
繹
濟
的
及
ぷ
道
徳
的
性
箕

五
)

、

第
+
二
巻
、
(第
二
號

六
五
)

二
五
七



、

輪

読

勢
貸
の
纏
濟
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(五
)
'
.

第
十
二
巻
.
(第
二
號
.

六
六
)

一一五
入

部
を
其
現
在

の
生
活
基
準
の
昂
上
に
供
す
る
を
得
、

叉
供
す
る
な
る

へ
し
。
果
し
て
然
ら
ば
、
彼
は
従
来
彼
の
勢

賃
井
に
其
最
大
黙
に
遽
さ
か
り
し
最
小
黙
を
上
進
せ
し
め
て
此
等
に
接
近

せ
し
め
た
る
も
の
ご
.謂
ふ

へ
き
な
り
。

b
の
場
合

に
就
て
見
る
も

a
ε
回
し
く
勢
賃
井

に
勢
働
生
産
力
に
遠
さ
か
り
し
生
活
基
準
を
上
進
せ
し
む
る
も

の
な
れ
`
も
、
其
異
な
る
要
黙
は
こ
れ
は

一
.居
急
劇
的

に
し
て
、
同
時
に
稽
不
確
實
な
る
こ
ビ
是
な
b
。
何

ε
な
れ

う

は
、

a
の
場
合
に
於
て
は
、
貯
蓄

よ
り
生
す

る
利
子

の
全
部
又
は
其

一
部
を
以
て
生
活
基
準
を
高
む
る
も
の
は
る

か
故
に
、
其
確
實
に
し
て
永
綾
的
な
る
も
固
よ
b
論
を
瑛

た
す

ξ
雌
も
、
の

の
場
合
は
勢
賃

の
現
在
生
活
基
準
を

超

ゆ
る
饒
剰
を
以
て
直
ち
に
生
活
基
準

の
最
上
に
費
消
す

る
も
の
な
る
か
故

に
、

一
朝
不
時

の
事
攣

に
遭
遇
す
れ

は
、
直
ち
に

一
且
昂
上
し
在
る
基
準
を
再
ひ
低
下
せ
さ
る
を
得
さ
る
こ
ε
あ
る

へ
け
れ
は
な
り
。

c
の
場
合
は

a
b
の
二
場
合

`
正
反
射
に
し
て
、
最
大
黙
に
近
か
り
し
勢
賃
か
降
り
て
最
小
黙
に
向
ひ
、
叉
は

之
よ
り
以
下
に
降
ら
む
ご
す

る
虞
あ
る
場
合
な
b
ε
す
。

以
上
叙
述

せ
る
各
場
合
セ
再
審
す

る
に
、
望
ま
し
き
場
合
ご
然
ら

さ
る
場
合
ε
め
る
を
見
る

へ
し
。
即
ち
第

一

の
一
は
生
産
力
の
低
下
な
り
、
第
二
の
.c
は
生
活
基
準
の
低
下
な
り
。
生
産
力
の
低
下
は
更
に
勢
賃
並

に
生
活
基

準
を
惹
起
す

る
こ
ビ
有
る

へ
し
、
生
活
基
準

の
低
下
は
叉
生
産
力
の
減
退
及
ひ
勢
賃
低
下
の
原
因
ε
爲
る
こ
ε
あ

ラ

ラ

る

へ
し
。r
故

に
此
二
場
合
は
成

る

へ
く
之
を
避
く
る
を
要
す
。
次
に
其
他
の
諸
場
合
、
即
ち
第

一
の
2
第
二
の

a

(

〔

及
ひ
b
は
共
に
望
ま
し
き
場
合
ぜ
い
ふ
を
得

へ
し
、
熱
れ
ε
も
勢
働
者

の
畳
悟
及
ひ
措
債
の
如
何

に
由
b
て
は
彼



●

の
受
く
る
利
益
並
ひ
に
其
肚
會
に
及
ぼ
す
影
響
に
少
な
か
ら
さ
る
差
響
あ
る

へ
し
。
蓋
し
国
民
に
し
て
義
勇
奉
公

の
念
強
く
、
勤
勉
節
倹

の
行
堅
け
れ
は
、
其
肚
會
の
爲
に
生
産
す

る
所
は
必
ず
多
大
に
し
て
、
自
己
の
爲
に
消
費
.

す
る
所
は
僅
少
な
ら

さ
る
可
か
ら
す
。
果
し
て
然
ら

ば
、

一
般
勢
働
者
の
生
産
力
は
比
較
的
大
に
し
て
其
生
活
基

準
は
比
較
的
小
な
る
可
し
。
斯

の
如
き
勢
働
者

か
前
掲
第

一
の
2
の
場
合
に
於
け
る
如
一
、
其
生
産
力

に
略
相
賞

す
る
労
賃
を
得
た
b
ぎ
す
れ
は
、
勢
賃

ε
生
活
基
準

ど
の
差
は
甚
大
な
る
へ
く
馬
術
し
て
彼
は
此
醗
剰
を
如
何
に

措
置
す
る
や

ε
い
ふ
に
、
彼
は
必
ず
共
全
部
叉
は

一
部
を
以
て
第
二
の
a
の
場
合
の
如
く
貯
蓄

に
充

つ
る
な
ら
む
。

ラ

而
し
て
彼
は
b
の
場
合
の
如
く
直
ち
に
此
飴
剰
を
彼

の
生
活
基
準

の
昂
上
に
向
て
消
費
す

る
こ
ε
無
き
ゃ
こ
い
ふ

(

に
、
若

し
彼
に
し
て
果
し
て
義
勇
奉
公
の
念
強
き
人
な
ら
は
、
此
餓
剰
の

一
部
を
物
質
的
よ
り
は
寧
ろ
精
神
的
生

活
基
準

の
最
上
に
向

て
支
出
す
る
な
る

へ
し
。
例

へ
は
美
衣
美
食
を
買
ふ
代
り
に
、
有
盆
な
る
書
籍
を
買
ひ
、
講

筵
に
出
席
し
、
武
術
を
修
む
る
の
類
は
是
な
り
。
其
他
公
益
事
業

に
投
資
し
、
納
挽
義
務
を

一
層
完
全
に
履
行
す

る
が
如

き
も
亦
之
に
旛
す
。
上
述
の
如
く
な
る
ご
き
は
暫
時
的
叉
は
物
蛮
的

に
観
π
る
勢
働
者
の
生
活
基
準
は
低

・位
に
止
ま
れ
ε
も
、
亘
久
的
又
は
精
神
的
に
観
た
る
生
活
基
準
は
漸
く
進
み
で
、
勢
賃
並

に
其
生
産
力
に
接
近
し

つ
、
あ
る
も

の
ε
謂

ふ

へ
く
、而
し
て
斯
の
如
き
生
活
奉
準

の
昂
上
は
更

に
.益
々
彼
の
生
産
力
を
増
進
せ
し
め
て
、

勢
賃
を

一
層
上
進
せ
.し
む
る
原
因
た
る
は
毫
も
疑
を
容
れ
さ
る
な
b
。

以
上
述

へ
た
る
所
を

一
括
す

る
に
.、
勢
賃

の
最
大
黙
た
る
生
産
力
ε
其
最
小
黙
た
る
生
活
基
準

ご
の
間
隔
は
常

論

説

労
賃
の
紹
茜
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(五
)

第
十
二
巻

(第
二
號
.
六
七
V

二
五
九



9

『

論

説

労
賃
の
経
済
的
及
ひ
撹
徳
的
性
質
宝

)

第
+
二
巻

、(第
二
號
.

大
入
)

二
六
〇

に
伸
縮
し

て
、
弊
賃

も
亦

之

に
俘

ふ
て
動
揺

す

る
を

常

こ
す

9
而

し
て
此
等

の
種

々
の
場
合
中

に
就
て
最

も
堅

し

き
は
、
勢
賃

か
生
産

力

に

　
致

し
、
此
等

ε
現
在

の

生
活
基
準

ε

の
間

に
大
な

る
飲
剰

め
り
、
而

し
て
此
飴
剰

は

將

來

の
生
活
基
準
を
物
質

的

よ
り

は
寧

ろ
精
神

的

に

「
層
多

く
昂

上
す

る
手
段

に
供

せ
ら
れ
、
斯

く
し

て
昂
上

せ

・「
る
生
活
基
準

は
更

に
生
産
力

を
高

め
て

、
其
結

果
ξ

し
て
勢
賃
を

一.暦

高
む

る
か
如

き
場

合
な
り

だ
す
。

以

上
は
重

に
労
働
者

の
側

に
就

て
説

明
し
た

る
か
、
醗
て
雇
主

の
側

に
就

て
考
察
す

る
の
要
あ

り
。
前
述

の
如

く
勢
賃

は
生
産

力

に
接
近
す

る
傾

向
あ

り
ご
錐
も
、
近

つ
.き
て

は
離

れ
、
離
れ

て
は
又
近

づ
く
も

の
な

る
か
故

に
、

　

　

ロ

　

　

勢
賃
ξ
生
産
力
ざ
の
問
に
は
多
く
は
幾

分
か
の
間
隔
あ
る
へ
し
。
此
間
隔
は
雇
主
の
餓
分
の
利
潤
を
成
す
。
此
飴

分
の
利
潤
の
額
、
其
取
得
及
ひ
使
用
に
關
し
て
評
論
す

へ
き
場
合
種
々
あ
b
。

　

む

第

一

企
業
君
の
労
働
者
に
封
ず
る
懸
引
威
勢

か
強
く
う
且
其
報
恩
思
想
か
弱
き
場
合
に
於
て
、
彼
は
勢
働
者

に
其
生
活
基
準
を
辛

ふ
し
て
支

ふ
る
に
足

る
の
勢
賃
を
與

へ
て
、
人
な
る
鉄
分
利
潤
を
得
、
之
を
全
然
自
己
の
所

得

ε
短
し
、
其
財
産
増
殖
の
手
段

に
供
す
る
に
止
ま
る
こ
ε
あ
り
。
此
行
爲
は
縦
使
法
撞
上
は
違

法
に
非
す
、
叉

私
経
済
上
最
も
巧
慧
な
る
方
法
ご
謂

ふ
へ
き
も
、
道
徳
上
並
に
肚
會
経
済
上
不
正
不
當
ご
謂
ふ

へ
き
も
の
な
り
。

近
世
勢
働
問
題
の
獲
生
は
多
く
は
之

に
源
因
す
。

　

　

第
二

企
業
者
の
勢
働
者
に
劃
す

る
懸
引
威
勢
は
強
け
れ
ε
も
、
其
報
恩
思
想
は
更

に
強
き
場
合

に
於
て
、
彼

は
勢
働
者
に
其
生
活
基
準
以
上
の
労
賃
を
與

へ
、
鯨
分
利
潤
の

一
.部
は
自
己
の
所
得
ε
す
れ
ε
も
、
其
他

は
勢
働
者



'

の
利
幅
に
膚
て
の
公
私
の
施
設
に
醸
出
す
る
こ
ご
あ
り
。
斯

の
如
き
場
合
は
輓
近
耐
會
主
義
者
及
ひ
勢
働
組
合
主

義
者
の
往
々
醤
聖
天
は
偽
善
ざ
し
て
排
斥
す
る
所
な
れ
こ
も
、
地
方
の
状
況
に
由
り
、
叉
は
職
業

の
種
類
に
由
り

て
は
、
斯
の
如
き
型
を
適

冨
ε
す
る
場

合
砂
か
ら

さ
る
か
故
に
、
斯
く

一
概

に
非
難
す

へ
き
に
弄
す
。

　

　

第
三

企
業
者
及
ひ
勢
働
者
の
両
階
級
か
各

々
團
結
し
て
、
互
に
懸
引
威
勢
を
張
る
こ
ε
を
勉
む
る
場
合
に
於

て
、
勢
賃
は
此
威
勢

の
何

れ
に
強
き
か
に
從
ひ
て
、
或
は
低
く
定
ま
り
或
く
高
く
定
ま
る
、
詳
言
す
れ
は
、
.企
業

者
の
懸
引
威
勢
強
け
れ
は
生
活
基
準
に
近
く
定
ま
り
、
勢
働
者
の
懸
引
威
勢
強
け
れ
は
生
産
力
に
近
く
定
ま
る
。

此
事
は
學
説
ご
し
て
余
か
既

に
第
五
節

に
批
評
し
湿
る
所
な
る
か
、
欧
米

の
大
規
模

な
る
工
業
の

一
部
に
於
て
此

學
説
の
指
示
す

る
如
き
事
質
か
幾
分
か
行
は
る

、
を
見
る
。
即
ち
企
業
者
は
企
業
者
聯
合
を
作
り
、
勢
働
者
は
勢

揃
組
合
及
ひ
其
聯
合
を
作
り
、
両
々
相
対
峙
し
て
懸
引
威
勢
を
張
る
こ
ε
に
熱
中
し
、
勢
賃
は
各
企
業
者
封
各
勢
.

働
者
の
個
人
契
約

に
依
ら
す
し
て
、
所
謂
合
衆
協
約

に
依
り
て
之
を
定
む
。
但
し
協
約
の
成
立
せ
さ
る
場
合
に
於

て
は
、
同
盟
罷
業
、
怠
業
、
工
場
閉
鎖
の
如
き
忌
む

へ
き
労
働
争
議

か
繰
返
さ
れ
て
、
此
方
注
の
利
益

の
大
部
分

を
犠
牲

に
供
す

る
こ
ε
有
る
は
、
甚
だ
遺
憾
に
堪

へ
す
。
蓋
し
其
根
本
的
峡
黙
は
両
階
級
か
互
に
利
害
を
異
に
す

る
階
級
な
る
か
の
如
く
誤
想
し
、
肚
會
主
義
者
奪
の
主
張
す
る
階
級
闘
争
た
る
皮
相
的
片
面
的
謬
見
に
迷
は
さ
れ

て
實
は
此
面
階
級
を
融
合

一
致
せ
し
む

へ
き
大
理
想
即
ち
相
互
的
並
に
封
國
家
的
報
恩
思
想
な
る
者
め
る
を
忘
れ

た
る
に
在
る
な
り
。
此
理
想
は
余

か
拙
著
「
経
濟

ご
道
徳
」
に
於
て
詳
述
し
た
る
所
な
る
を
以
て
藪

に
亦
贅
せ
す
。

諦

観

労
賃
の
維
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(玉
)

.
第
十
二
恐

(第
二
號

六
九
)

二
六
「



鴇

論

説

労
賃
の
経
済
的
及
ひ
遺
徳
的
性
質
(五
)

,
第
十
二
巻

(第
二
號

七
〇
)

二
六
二

以
上
述

へ
π
る
如
く
雇
主
の
蝕
分
利
潤
の
額
、
其
取
得
及
ひ
使
用
に
黝
し
評
論
す

へ
き
重
な
る
三
場
合
あ
り
。

而
し
て
荷
此
等
三
場
合
に
似
寄
り
π
る
幾
多
の
場
合
を
墨
け
得

へ
し
ε
難
も
今
繁
を
避
け
て
藪
に
は
述

へ
す
。
要

す

る
に
雇
主
階
級

の
利
己
心
か
少
目
ご
も
其
徳
義
心
ざ
並
行
し
て
昂
上
し
た
ら
ん
に
は
彼
等
は
勢
賃
を
成

る

へ
く

生
産
力
に
近
く
定

め
て
、
勢
働
者
に
向
て
は
大
な
る
鯨
剰
を
與

へ
て
、

一
は
以
て
勢
働
争
議
を
未
萌
に
防
ぎ
、

一

は
以
て
勢
働
者
の
生
産
力
を
上
進

せ
し
め
、
之

に
由
り
て
雇
主
自
身
も
亦
少
な
か
ら
さ
る
飴
分
の
利
潤
を
得

へ
く
、

而
し
て
更

に
此
利
潤
の

一
部
を
以
て
公
私
の
勢
働
者
利
緬
の
施
設

に
醸
出

せ
は
、
.勢
働
者
の
生
産
力
は
爲
に
増
加

し
、
雇
主
は
更

に
之
に
向

て
勢
賃
を
増
給
し
、
而
も
彼
自
身
は
更

に
多
く
の
利
潤
を
得

へ
き
な
b
。
夫
れ
斯
の
如

く
な
れ
は
両
階
級
の
利
益
は

一
致

し
て
、
且
共
に
増
進
す

へ
き
は
火
を
賭
る
よ
b
明
な
り
ご
す
。

余
は
本
節

の
始
め
の
部
分
に
於
て
、
限
界
生
産
力
説
を
批
評
す

る
に
方
り
、
生
産
物
の
償
額
の
中
に
就
て
、
其

　

　

何
れ
の
部
分
か
土
地
、
資
本
叉
は
勢
働

の
生
産
力
に
締
す

へ
き
か
を
正
確

に
測
定
す
る
は
不
可
能
な
b
巴
述

へ
た

り
ρ
然
る
に
其
後
に
於
て
は
屡
々
勢
働

の
生
産
力
な
る
語
を
反
覆
し
た
る
か
故
に
、
讃
者
は
或
は
余
の
矛
盾
を
怪

む

　

む
な
ら
む
。
熬
れ
ご
も
余
は
唯
正
確
に
測
定
す
る
能
は
す

ご
逮

ヘ
セ
る
の
み
ρ
且
前
文
は
地
代
及
ひ
利
子
に
饗
す

る
勢
働
の
分
前
を
諭
し
た
れ
こ
も
優
女

に
於
て
ぽ
、
地
代
及
ひ
利
子
を
除
外
し
て
、
主
己
し
て
利
潤
ピ
の
關
係

に

就
て
述
.へ
た
る
も
の
な
り
。
蓋
し
實
際

に
於
て
、
企
業
者
か
其
利
潤
を
測
定
す
る
に
方
り
て
は
、
生
産
物
の
費
上

げ
領
格
よ
り
、
第

一
に
他
人
よ
り
借
入
た
る
生
産
用
の
土
地
の
地
代
、
他
人
よ
b
借
入
た
る
資
本

の
利
子
及
ひ
勢

働
者

に
支
擁
ひ
湿
る
勢
賃

を
控
除
す
る
を
常
ご
す
。
此
袋
高
は
通
常
謂
ゆ
る
利
潤
な
れ
ご
も
正
確

に
山=口
は
ゴ
向
自

・

幽



ゴ

ン

ラ

己
所
有
の
土
地
及
ひ
資
本

に
し
て
實
.際
生
産
用
に
供
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
ら

は
、
其
-
地
代
及
ひ
2
利
子
に
相
當

(

C

す

る
額
を
生
産
嚢
中

に
計
算
す

へ
き
は
正
當
な
b
。
其
他
3
企
業
者
自
身

か
設
計
支
配
監
督
等
の
勢
務
を
親
ら
爲

(

し
把
る
場
合
に
は
、
之
に
謝
す
る
報
酬
(
即
ち
労
賃
の

　
種
じ
を
同
様
の
計
算
申
に
入
れ
さ
る

へ
か
あ
す
。
4
生
産

(

用

に
使
用
し
た
る
流
動
及
ひ
固
定
資
本
の
減
債
銷
却
積
立
金
、
5
不
慮

の
損
失
の
危
険

に
劉
す
る
積
立
金
の
如
き

も
亦
之
に
回
し
。
斯
の
如
く
通
常
謂
ゆ
る
利
潤

よ
り
前
記
五
項
の
費
目
を
控
除
し
て
街
ほ
残
餓
め
ら
は
、
是
れ
眞

ラ

ラ

の
利
潤

ε
謂
ふ

へ
く
、
而
し
て
此
中
に
は
場
合

に
由
り
て
.
更

に
6
凋
占
的
利
益
、
又
は
7
擁
倖
利
得
を
含
む
こ

`
あ
り
。
前
者
は
猫
占
業
の
場
合
に
於
け
る
利
益
に
し
て
.、
後
者
は
成

る
偶
然
の
事
件
及
ひ
機
曾
に
際
脅

し
て
得

る
所
の
意
外

の
利
得
な
り
巴
す
。
此
両
者
は
総
て
の
場
合
に
常

に
有
る
も
の
に
非
さ
る
は
固
よ
り
論
な
し
。
而
し

て
若
し
以
上
七
項
を
悉
く
控
除

し
て

猶
ほ
残
籐
あ
ら
は
、

足
れ
即
ち
或
學
巻
の
謂
ゆ
る

純
利
潤
に
し
て
、

一
に

需
臣
o
⇒
巴

「2
↓
ε
呼
は
れ
、
企
業
者
の
優

秀
な
る
企
業
的
才
能
に
基

づ
く
鯨
剰
牧
入
な
り
ε
思
考
せ
ら
.る
。
是
れ
恰

も
現
在
耕
作
せ
ら

る
、
最
劣
等

の
土
地
に
地
代
な
き
か
如
一
、
現
在
生
産

に
秘
事
す

る
最
劣
等

の
企
業
者

に
は
此

触
刺
股
入
あ
る
こ
ε
な
し
v
其
人
的
地
代
の
名
稠
め
る
は
之
か
爲
な
り
。

サ

余
か
第
三
節
に
論
評
し
た
ゐ
勢
働
生
産
力
説
は
労
賃
を
以
て
鯨
剰
牧
人
な
b
ご
爲
す
も
の
な
れ
ε
も
、
薙

に
述

へ
た
る
所
は
純
利
潤
を
以
て
鯨
剰
牧
入

ε
爲
す
、
而
し
て
余
は
此
説
の
是
な
る
を
信
ず
る
も
の
な
り
。

利
潤
ご
勢
賃
ビ
の
關
係
は
果
し
て
前
述
の
如
し
ご
す
れ
は
、
企
業
者

か
其
雇
傭
勢
働
者
の
生
産
力
を
、
種

々
の

　

む

方
法

手
段
に
山

b
て
之
を
概
捌

し
之

に
相
慈
す

る
労
賃

を
定
む

る

こ
巴
は
決

し
て
不
可
能

に
非
す
。
例

へ
は
期
間

臆

説

労
賃
の
紹
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質
(五
}

第
十
二
巻

(第
二
號

七
こ

二
大
三



論

説

狙
〃賃
の
縄
濟
的
及

ひ
濫
徳
的
性
質
(五

V

第

十
二
巻

(第

二
號

七
二
)

.二
六
四

ゐ

ロ

む

む

　

む

　

　

紺
(例

へ
は
日
給
週
賛

給
の
類
)
を
改
・
て
養

鯉
(仕
事
高
思

す
経

料
)
寒

し
、
個
人
受
賃
を
警

て
綜

卸
量

望

な
し
、
期
間
給
に
附
加
し
て
精
勤
賞
を
與

へ
、
受
賃
給
に
附
加
し
て
優

等
・叩
の
生
産

に
封
ず
る
賞
金
、

原
料
節
約

に
謝
す

る
賞
金
等
を
與

へ
、
叉
は
滑
準
勢
賃
書

置

・。・
[、
)
利
潤
配
分
等
の
方
法
を
採
用
す
る
か
如
き

、

は
・
.畢
竟
企
業
者
か
勢
働
者
の
生
産
力
を
概
捌
し
て
之
に
相
聴
せ
る
勢
賃
を
定
む
る
か
爲

に
外
な
ら
さ
る
な
り
。

撚
れ
己
も
、
.如

何
に
豊
旦
具
な
る
方
法
も
、
之
を
施
す
人
叉
は
之
を
施
さ
る
、
人
に
徳
義
、沿
を
敏
く
時
は
、
決
し

て
罪

な
姦

果
を
奏
す
る
も
の
に
非
す
。
前
掲
の
餐

轟

及
ひ
瀞
冨

給
の
諸
方
注
か
却
て
肚
倉
主
薯

勢

働
組
合
主
義
者
等
よ
り
非
難
せ
ち
れ
、
勢
働
者
も
亦
之
を
喜
ば
す
し
て
卒
凡
な
る
期
間
給
を
要
求
し
、
「
勢
賃

は
宜

し
く
生
産
力
に
相
懸
す
可

し
」
己
の
眞
埋
を
自

か
ら
破

る
の
自
家
撞
着

に
階
み
る
も
の
多
き
は
、
其
罪
濁
り
勢
働
者

の
側

に
の
み
あ
ら
さ
る
を
余
は
信

せ
ん
ざ
欲
す
。
彼

の
受
賃
法

か
勢
働
者
を
退
勢

に
陥
ら
し
め
、
而

か
も
勢
賃
の

程
断
は
最
熟
練
者

に
向
て
辛

ふ
し
て
生
計
維
持

の
資
を
供
す
る
に
過

ぎ
さ
る
場
合
鳳
欧
米
大
都
會
に
於
て
常

に
目

撃
す

る
所
な
り
(・　

島

・羅

邑

。
利
潤

分
配
の
如
き
も
有
名
舞

に
陥

る
り
、
却
て
傷

者
よ
芝

駕

止

を
要
求
せ
ら
れ
た
る
場
合
砂
な

か
ら
す
。
岳
れ
他
な
し
、
企
業
者

か
徒
ら
に
羊
頭
を
掲

げ
て
狗
肉
を
賣
る
の
陋
態

を
改
め
さ
る
か
欝
の
み
。
勢
働
の
生
産
力

に
粗
膳
す
る
労
賃
を
始
よ
り
潔
よ
く
與
ふ
る
を
回
避
し
て
、
偏
計
備
善

を
繰
返
す
か
駕
の
み
。
古
人
謂
は
す
や
、
人

に
在
り
法
に
在
ら
す

ご
、
黙
り
、
羅
馬
法
は
拉
丁
語
ε
共

に
死
文
ε

な
れ
り
。
百
の
、蔵
會
政
策
も
、
千
の
勢
働
保
護
法
も
、
徳
義
心
乏
し
き
雇
主
及
ひ
勢
働
者
に
向
て
は
沐
猴
の
冠
の

み
。
故
.に
余
は
反
覆
す
、
円
く
.入
に
在
り
、
法
に
在
ら
す

ε
。

(畢
)


